
＜生物と種（しゅ）2026科学のふしぎ体験教室＞実施報告書 

1. 実施日時：2026年９月 2６日（土）13時 00分～15時３０分 

２．実施場所：大阪市教育会館東館 404号 

３．実験テーマ：＜生物と種～ダーウィンの進化論～＞ 

もの作り：タネ標本作り，錯覚を楽しもう！ 指導 森永裕文 

４．講師及びスタッフ：（講師）森永裕文・岡部智子・木下朱美 

（スタッフ）太田，福田，森岡，小松原，小西，土井，名津井，（敬称略）７名                   

５．参加児童：１４名 

６．評価           

 「楽しさ度」：４と５の割合 １０/１４  ７１％ 

 

５とても楽しかった➡➡９名                       

４楽しかった➡➡ １名      

3 どちらともいえない➡➡ ２名       

2 楽しくなかった➡➡ ０名  なし 

１ぜんぜん楽しくなかった➡➡ ０名  なし    ？1 名   

 「内容」「分かった度」：４と５の割合 １０/１４ ７１％ 

 

   ５とてもよくわかった➡➡７名                

４よくわかった➡➡  ３名         

3 どちらともいえない➡➡  ３名         

2 あまりよくわからなかった➡➡  ０名  なし 

１ぜんぜんわからなかった➡➡  ０名  なし    ？1 名   

 

7．感想  はじめが楽しさ度，うしろが内容のわかった度です。※ 下線

の部分は私が気に入ったところです。 

楽 4 とわ 3 ４年生 

・イノブタがうまそうだった。 

５と４ ６年生             

・品種改良をするだけでこんなにたくさんの雑種が作れることやごく

まれに生まれないはずの子どもが生まれるのがとてもおもしろかった

のと，人間のDNAはバナナと 60%似ていて，ネコとは９０％似てい

ることにとってもビックリした。これからもいろいろ知ってみたいと思った。模様の違うテントウムシは 

５と５ ４年生                                              子どもができる？ 

・意外にファーブルとダーウィンは親友同士で，仲良かったが，進化論では対立していたことがわかった。 

５と５ ４年生 

・遺伝子がどんなものかわかった。 

５と５ ４年生 

・生物がどのようにできたか，遺伝子について知れました。 

４と４ ？年生                                     

ふしぎなくるくるボール ・ た く さ ん 品 種 改 良 し て い る こ と が わ か っ た 。         

                                                    （錯覚を楽しもう！）           



５と５ ４年生 

・ヒトとハエが５０％似ているということを聞いてびっくりしました。ライオンとトラで，子どもができ

るのは初めて知りました。 

３と３ ４年生 

・全てが楽しかったぜ。 

５と５ ３年生 

・ものすごくダーウィンはすごい人だと思いました・ 

？と？ ？年生 

・いろいろ遺伝子があって，うけつがれているのがわかった。人とバナナは６０％の遺伝子がある。何か

をまぜてへんな生物ができる。楽しかったです。 

５と５ ？年生 

・ダーウィンさんが考えた進化論がすごかった。 

５と５ ４年生 

・いろんな生き物が出て楽しかった。 

３と３ ４年生 

・全部分かった（とりあえず）。 

５と４ 5 年生 

・品種改良をするといろいろな種類になることが分かった。     とっても活発な発表でした！                         

８．授業を終えて 

 □雨でしたが，今回も 14 名参加で前回と同じでした。 

     24 名が登録されていますが，前回と同じく 14 名の参加でした。一度来た子どもたちは定着しや

すいように感じます。一度来て，楽しさが分かると続けて来てもらえそうです。今回は，ダーウィン

さんの進化論を扱った「生物と種（しゅ）」の授業でした。何度も音田先生の授業を受けていますし，

子ども教室でも子どもたちと楽しんできましたが，実際に私自身が子どもたちの前でするのは，初め

てだったので，時間が読めませんでした。やはり，最後の方は駆け足になってしまいましたが，岡部

さんがまとめの重要さをアドバイスしてくださって，最後をしっかり伝えました。 

   いろんな動物，植物同士で子どもができるかどうかを予想しながら，人間がいろいろと工夫してき

た品種改良，そして犬や植物の品種改良，人間の祖先，進化論。そして，DNAでは，ハエやバナナと

どこまで近いのかなどなど楽しく予想しながら，ダーウィンさんが提唱した進化論がどのように広ま

ってきたのか，あるいは，広まらなかったのかを一緒に楽しく考えることができました。楽しい・分

かったの比率は７０％ほどでしたが，感想を見ると楽しんでくれた様子が分かるので成功と言ってよ

いと思っています。 

□スタッフの仕事 

今回は，タネ標本の小分けをお願いしました。高松さんが

以前に準備された小袋を活用させていただいて，残りをスタ

ッフにお願いしました。少し細かな作業なので，目にきびし

い。一人だと疲れますので，スタッフがしてくださるのはあ

りがたいです。今回は竹之内さんも応援に来てくださいまし

た。「錯覚を楽しもう！」の準備では。同じ背丈の双子のアフ

ロちゃんとアフロくんの切り分けと，３D キューブの切り分

け，作り方，楽しみ方を伝えて子どもたちにアドバイスがで

きるようにしてもらいました。また遠近錯視の絵や，くるくる ジャストロー錯視（たのしい授業から） 



ボール（同じ位置にいるのに回し方によって落ちたり登ったり見える：写真）の遊び方を紹介して，

子どもたちが待っている間，楽しんでもらいました。また首振りドラゴンの仏像版も用意しました。 

□タネ標本作り 

これはもの作りの時間ではなく，授業の最中に作ってもらいました。キャ 

べツとブロッコリーとカリフラワー，この３つの種類に子どもはできるか  

という問題で，タネを比べてもらいます。アブラナ科の植物の種はとても  

良く似ています。あとは，土の中に出来る野菜，ニンジン，ダイコンで子 

どもはできるか？という問題ですが，種から 2つの野菜は違っています。 

また品種改良したトウモロコシの種も入れています。子どもたちは「家に 

帰って植えてもいい？」など楽しそうに作って見比べていました。 

□錯覚を楽しもう！         楽しいタネ標本作り！  

同じ背丈の双子のアフロち

ゃんとアフロくんを移動させ

ると，長さが変わって見える

ジャストロー錯視を利用した

楽しい錯覚です。同じ仕組み

のイグアナブラザーズはお土

産にしました。首振りドラゴ

ンを作らせたかったのですが，時間がかかるた

め，今回は３Dキューブにしました。     立体に見えるキューブ！   

こっちを向く仏像！ 

そして，最後に「どこでも ATM」の楽しいマジックで遊んでもらいまし

た。ぐるぐる回すと 1円玉が浮かんできます。そして手を出すとそこに 1

円玉が出現！！ 

 また楽しい錯覚絵本も紹介しました。1冊は

「視覚ミステリー絵本，ウォルター・ウィック著あ

すなろ書房」の森のまぼろし，もう 1 冊は「錯

視アートの世界しかけえほんドーリング・キンダ

ースリー著大日本絵画」です。いろんな錯覚が

しかけえほんになっていて，楽しめます。 

 

あら不思議！1 円玉が！                                      

動物のまぼろし！？ 

□予想外のもので遊ぶ子どもたち 

うしろのテーブルと白板に錯覚グッズを用意しておきました。子どもたちとスタッフはそれを紹介した

り，遊んだりして楽しんでいました。ところが，予想外に，人気のものがありました。それは，そこに用

意していた掲示物を貼るためのたくさんのマグネットでした。クルクル磁石などもの作りでもマグネット

の特性を生かしたものがあるのですが，箱に入っている磁石をたくさん使ってその原理となる，「反発」を

使って，よく遊んでいました。きっとこれも低学年の科学教室で，学んだこと，遊んだことが生きている

のかも！？とうれしくなりました。（低学年で「ふしぎな石，磁石」や「クルクル磁石」をやっています） 

記 森永裕文 

 


